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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
元
気
に

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
4
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
未
だ
に
終

息
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
年

も
感
染
対
策
を
万
全
に
し
て

活
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
昨
年

2
月
24
日
ロ
シ
ア
の
一
方
的

な
軍
事
侵
攻
に
よ
り
今
も
戦

争
が
続
い
て
い
ま
す
。
多
く

の
人
命
が
奪
わ
れ
て
お
り
、

一
日
も
早
い
停
戦
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
10
月
7
日
の

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ハ
マ
ス
に
よ

る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
ロ
ケ
ッ

ト
弾
攻
撃
と
、
そ
れ
に
対
す

る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
報
復
軍
事

行
動
は
非
戦
闘
員
の
市
民
、

特
に
多
く
の
子
ど
も
の
生
命

を
奪
っ
て
い
ま
す
。
人
道
上

の
危
機
で
す
。
戦
争
を
止
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
戦

争
は
Ｎ
Ｏ
で
す
。

さ
て
、
来
年
は
参
議
院
選

挙
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
前
に

解
散
総
選
挙
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
岸
ま
き
子
参
議

院
議
員
の
再
選
を
勝
ち
取

り
、
自
治
労
が
推
薦
す
る
全

て
の
候
補
者
の
勝
利
を
め
ざ

し
て
取
り
組
み
ま
す
の
で
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

岸
田
政
権
は
防
衛
費
の
大

幅
な
増
額
を
進
め
て
い
ま

す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
2
％
ま
で
5

年
が
か
り
で
実
現
し
よ
う
し

て
い
ま
す
。
軍
拡
へ
の
道

は
、
私
た
ち
が
求
め
る
平
和

と
民
主
主
義
と
は
相
反
す
る

も
の
で
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
は
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
人
口

は
減
少
し
続
け
ま
す
。
一

方
、
高
齢
化
は
2
0
4
0
年

代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
65
才

以
上
の
高
齢
者
が
約
3
9
0

0
万
人
に
達
し
、
人
口
の
約

4
割
を
占
め
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
も
と
で
社
会
保

障
制
度
の
改
革
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
確
立
の
た
め
に
今

年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
阻
止
、
脱
原
発
、
地
球
温

暖
化
阻
止
の
取
り
組
み
を
強

化
し
ま
し
ょ
う
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推

進
、
自
治
労
共
済
、
安
心
総

合
共
済
の
加
入
促
進
な
ど
自

治
退
課
題
解
決
の
た
め
に
、

現
退
一
致
で
努
力
す
る
一
年

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
、

ご
健
勝
を
祈
念
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
日
頃
よ
り
私
た

ち
の
活
動
を
激
励
く
だ
さ
っ

て
い
る
こ
と
に
敬
意
と
感
謝

を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
自
治
労
は
8
月
の

第
97
回
定
期
総
会
で
「
声
を

力
に
、
一
歩
前
へ
」
を
合
言

葉
に
、
活
動
停
滞
や
結
集
力

低
下
を
克
服
し
、
日
常
的
な

組
合
活
動
の
活
性
化
と
組
織

強
化
拡
大
を
め
ざ
す
運
動
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。
賃
金

・
労
働
条
件
、
人
員
不
足
や

長
時
間
労
働
、
各
種
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
、
職
場
の
課
題

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

改
め
て
、「
組
合
員
の
声
を

集
め
、
要
求
・
交
渉
し
、
課

題
を
解
決
す
る
」
と
の
基
本

的
活
動
を
強
化
す
る
な
ど
日

常
の
組
合
活
動
を
今
よ
り
一

歩
で
も
前
に
進
め
る
、
活
動

の
活
性
化
を
通
じ
て
多
く
の

仲
間
の
結
集
へ
と
つ
な
げ

る
、
そ
う
し
た
強
い
決
意
の

も
と
、
自
治
労
総
体
で
取
り

組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。こ

の
間
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
重
要
性
・
必
要
性
が
増
し

て
い
る
一
方
で
提
供
体
制
の

脆
弱
性
が
浮
き
彫
り
と
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
が
め
ざ
す

「
誰
も
が
安
心
し
て
働
き
生

活
で
き
る
社
会
」
実
現
の
た

め
、
引
き
続
き
、
地
域
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
労
働
組
合

と
し
て
、
そ
の
重
要
性
を
広

く
訴
え
る
と
と
も
に
、
非
常

時
対
応
も
含
め
た
必
要
な
人

員
の
整
備
、
充
実
・
強
化
の

た
め
の
財
源
確
保
に
む
け
、

省
庁
・
国
会
対
策
等
を
強
化

し
て
い
く
所
存
で
す
。

他
方
で
、
国
の
基
本
政
策

を
熟
議
な
き
ま
ま
次
々
と
大

転
換
し
て
き
た
岸
田
政
権

は
、
国
民
の
負
担
増
と
な
る

議
論
を
先
送
り
に
す
る
一
方

で
、
選
挙
め
あ
て
の
バ
ラ
マ

キ
と
も
言
え
る
減
税
策
を
打

ち
出
す
な
ど
、
独
断
的
な
国

会
運
営
と
政
策
決
定
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

政
権
の
姿
勢
を
許
さ
ず
、
緊

張
感
あ
る
政
治
状
況
を
つ
く

り
だ
す
た
め
に
も
、
対
抗
し

得
る
政
治
勢
力
が
不
可
欠
で

す
。自

治
労
は
、
2
0
2
5
年

7
月
の
第
27
回
参
院
選
に
お

い
て
、「
岸
ま
き
こ
」
参
議
院

議
員
を
、
自
治
労
組
織
内
候

補
と
し
て
再
度
擁
立
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
現
場
の
最
前
線

で
働
く
労
働
者
の
声
を
政
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、

組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

退
職
者
会
の
皆
さ
ま
に
も

現
退
一
致
で
の
取
り
組
み
強

化
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
様

の
こ
の
一
年
の
ご
健
勝
を
祈

念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

参
議
院
選
挙
・
総
選
挙
に
勝
利
し

社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
実
現
し
よ
う

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会

会
長

人
見

一
夫

自
治
労
組
織
内
候
補

岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
の
再
選

を
め
ざ
し
、
現
退
一
致
で
取
組
み
を
強
化
し
ま
し
ょ
う

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長

石
上

千
博

ひと み かず お

人見一夫 自治退
会 長

いし がみ ち ひろ
自治労
委員長石上千博

平和と民主主義 社会保障の充実のために
全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
（
自
治
退
）

会

長

人
見

一
夫
（
東
京
都
福
祉
保

健
局
退
職
者
会
）

副
会
長

大
場

博
之
（
札
幌
市
役
所
職

員
組
合
連
合
会

退
職
者
協
議
会
）

副
会
長

徳
永

秀
昭
（
大
阪
市
職
員

退
職
者
会
）

副
会
長

徳
茂
万
知
子
（
自

治

労

横
浜
市
従
業
員

労
働
組
合
退
職
者
会

）

事
務
局
長

川
端

邦
彦
（
東
京
都
福
祉
保

健
局
退
職
者
会
）

会

計

清
水
頭
伸
一
（
自
治
労
六
番
町

退
職
者
会
）

事
務
局

次

長

中
西

満
（
東
京
都
福
祉
保

健
局
退
職
者
会
）

理

事

飯
田

龍
弘
（
全

道

庁

退
職
者
会
）

理

事

加
藤

孝
二
（
山
形
市
役
所

職
員
労
働
組
合

退
職
者
会
）

理

事

今
井

一
夫
（
長

岡

市

退
職
者
会
）

理

事

金
子

安
男
（
栃
木
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

楠
田

正
治
（
江
戸
川
区

職
員
労
働
組
合

退
職
者
会
）

理

事

千
葉

信
夫
（
神
奈
川
県
央

ブ
ロ
ッ
ク

退
職
者
会
）

理

事

旭

信
昭
（
一
般
社
団
法
人

福
井
県
庁

退
職
者
連
盟
）

理

事

松
村

実
（
静
岡
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

丹
波

榮
子
（
京
都
市
学
校

給
食
労
働
組
合

退
職
者
会
）

理

事

島
村

啓
二
（
豊
中
市
職
員

退
職
者
会
）

理

事

大
槻

信
夫
（
自
治
労
宝
塚
市

職
員
退
職
者
会
）

理

事

越
智

茂
雄
（
広
島
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

岡
林

俊
司
（
高
知
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

高
橋

惠
子
（
日
南
市
役
所

退
職
者
会
）

理

事

河
瀬

和
典
（
熊
本
市
職
員

退
職
者
会
）

理

事

波
平

剛
（
沖
縄
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

野
田
那
智
子
（
自
治
労
六
番
町

退
職
者
会
）

会
計
監
査

正
木

淑
子
（（
一
財
）三
重
県

友

の

会
）

会
計
監
査

藤
川

七
郎
（
福
岡
県
庁

退
職
者
協
議
会
）
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第
1
号
議
案

運
動
方
針

川
端
事
務
局
長
が
提
案
。

方
針
の
構
成
は
①
社
会
保
障

と
平
和
を
破
壊
す
る
政
権
の

暴
走
を
許
さ
な
い
、
②
社
会

保
障
の
充
実
・
公
正
な
税
制

を
め
ざ
す
、
③
憲
法
改
正
反

対
、
戦
争
法
の
廃
止
、
平
和

と
人
権
・
環
境
を
守
る
、
④

民
主
的
政
府
・
市
民
が
主
人

公
の
社
会
づ
く
り
、
⑤
住
み

続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
の
た

め
、
交
通
政
策
を
推
進
す

る
、
⑥
組
織
の
拡
充
、
関
係

組
織
と
の
連
携
強
化
、
⑦
福

利
厚
生
活
動
の
強
化
、
⑧
具

体
的
な
運
動
の
展
開
。

﹇
主
要
項
目
﹈

（
1
）
社
会
保
障

①
憲
法
第
25
条
に
定
め
る

生
存
権
が
何
人
に
も
保
障
さ

れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

②
社
会
保
障
の
基
盤
を
な

す
雇
用
・
賃
金
の
改
善
と
子

育
て
の
社
会
化
・
次
世
代
育

成
支
援
施
策
の
充
実
を
求
め

る
。③

社
会
保
障
の
財
源
を
恒

常
的
に
国
債
依
存
す
る
こ
と

を
や
め
、
基
幹
三
税
を
軸
と

す
る
適
切
な
税
負
担
と
、
能

力
に
応
じ
た
社
会
保
険
料
負

担
に
よ
り
確
保
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

④
社
会
保
障
諸
制
度
の
応

能
負
担
は
保
険
料
算
定
段
階

の
も
の
と
し
、
給
付
を
受
け

る
段
階
で
は
低
所
得
者
に
対

す
る
減
免
を
前
提
に
、
自
己

負
担
割
合
に
差
を
設
け
な
い

制
度
と
す
る
こ
と
を
求
め
る

⑤
生
活
で
き
る
所
得
を
保

障
す
る
水
準
で
、
か
つ
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
年
金

制
度
を
求
め
る
。

⑥
医
療
・
介
護
が
切
れ
目

な
く
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
と
し
て
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
た
包
括
ケ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
求
め

る
。⑦

必
要
な
時
十
分
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
公
的
国
民
皆

保
険
制
度
を
維
持
発
展
さ
せ

る
と
と
も
に
、
質
の
高
い
持

続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

⑧
人
間
の
尊
厳
を
守
り
、

介
護
の
社
会
化
を
実
現
す
る

介
護
保
険
制
度
を
実
現
発
展

さ
せ
る
。
被
介
護
者
・
介
護

者
双
方
の
権
利
を
保
障
す
る

制
度
と
す
る
こ
と
を
求
め

る
。

（
2
）
平
和
と
人
権
・
環
境

を
守
る

①
平
和
主
義
・
主
権
在
民

・
基
本
的
人
権
を
定
め
た
憲

法
理
念
を
守
り
、
憲
法
第
9

条
を
は
じ
め
と
す
る
「
憲
法

改
悪
」
に
反
対
す
る
。
議
席

数
を
背
景
に
し
た
強
引
な
両

院
の
憲
法
審
査
会
運
営
に
反

対
す
る
。
憲
法
理
念
に
反
す

る
戦
争
法
（
安
保
法
制
）・

共
謀
罪
法
・
特
定
秘
密
保
護

法
廃
止
を
求
め
る

②
学
術
研
究
と
教
育
を
国
家

主
義
の
支
配
下
に
置
く
策
動

に
反
対
す
る
。

そ
の
具
体
化
で
あ
る
第
一

次
安
倍
政
権
に
よ
る
教
育
基

本
法
の
改
悪
（
06
年
）、
菅

政
権
に
よ
る
日
本
学
術
会
議

会
員
選
別
任
命
（
21
年
）
に

反
対
し
続
け
る
。

③
市
民
生
活
と
環
境
を
破
壊

し
て
い
る
全
国
の
米
軍
基
地

・
自
衛
隊
基
地
の
撤
去
・
縮

小
を
求
め
る
。
な
か
ん
ず
く

沖
縄
の
普
天
間
基
地
撤
去
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
工
事
の

中
止
、
南
西
諸
島
に
お
け
る

自
衛
隊
新
基
地
建
設
の
中
止

を
求
め
る
。

④
憲
法
理
念
に
反
す
る

「
防
衛
費
」
増
額
、
自
衛
隊

の
装
備
拡
大
に
反
対
す
る
。

⑤
私
た
ち
は
い
か
な
る
戦

争
に
も
反
対
す
る
。
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー

・
少
数
民
族
抑
圧
な
ど
に
対

し
て
、
平
和
と
人
権
が
守
ら

れ
る
よ
う
発
言
・
行
動
す

る
。⑥

原
子
力
発
電
に
依
存
し

な
い
社
会
を
め
ざ
し
、
新
た

な
原
子
力
発
電
所
は
建
設
し

な
い
こ
と
、
既
存
の
炉
は
再

稼
働
せ
ず
計
画
的
に
廃
炉
と

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
ま

た
、
福
島
で
の
汚
染
水
の
海

洋
投
棄
に
反
対
す
る
。

（
3
）
女
性
の
人
権
と
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性
の

尊
重①

憲
法
が
保
障
す
る
「
個

人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的

平
等
」
と
「
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
」
の
理
念
を
社

会
の
す
べ
て
の
場
面
で
実
現

す
る
。

②
女
性
の
社
会
的
尊
厳
・

人
格
を
確
立
す
る
た
め
、

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」
を
速

や
か
に
法
制
化
す
る
。「
配

偶
者
暴
力
防
止
法
」
を
整
備

・
活
用
し
て
Ｄ
Ｖ
を
根
絶
す

る
。

（
4
）
組
織
の
拡
充

①
自
治
労
と
協
力
し
て

「
30
万
人
自
治
退
建
設
」
を

目
標
に
、
新
規
会
員
獲
得
・

新
退
職
者
会
の
結
成
と
自
治

退
加
盟
を
図
る
。

②
自
治
退
の
組
織
と
活
動

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を

進
め
る
。

（
5
）
福
利
厚
生
・
保
険
事

業
①
自
治
労
共
済
と
の
連
携

関
係
を
強
め
、
マ
イ
カ
ー
共

済
、
ス
マ
イ
ル
共
済
の
加
入

拡
大
を
す
す
め
る
。

②
安
心
総
合
共
済
の
加
入

拡
大
を
図
り
、
1
万
人
以
上

の
加
入
を
め
ざ
す
。

48
総
会
発
言

主
な
意
見
・
本
部
回
答

〈
1
号
議
案
〉

5
人
の
代
議
員
か
ら
、

「
参
院
選
勝
利
に
向
け
て
取

り
組
む
」「
会
員
減
少
を
反

転
さ
せ
て
加
入
拡
大
を
目
指

す
」「
軍
拡
反
対
・
自
分
た

ち
に
で
き
る
方
法
で
反
戦
・

非
戦
の
行
動
を
」「
ガ
ザ
の

虐
殺
・
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
即

時
や
め
さ
せ
よ
う
」「
介
護

保
険
制
度
の
改
悪
反
対
」

「
行
政
依
存
を
脱
却
し
て
退

職
者
に
で
き
る
具
体
的
地
域

活
動
を
」
な
ど
の
発
言
が
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
基
本

的
に
方
針
案
の
補
強
と
し
て

受
け
止
め
る
と
の
答
弁
が
あ

り
、
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で

可
決
さ
れ
た
。

〈
4
号
議
案
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
〉

2
人
の
代
議
員
か
ら
、

「
特
例
増
枠
を
し
た
役
員
や

代
議
員
の
権
限
と
責
任
」

「
男
女
の
比
率
は
重
要
だ

が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い
て

も
取
り
組
む
べ
き
」
な
ど
の

発
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に

対
し
て
、
過
渡
的
特
例
期
間

を
総
括
し
て
、
特
例
解
消
時

の
本
則
を
構
想
す
る
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
重
要
課
題
、
ま
ず
男
女
比

率
を
前
に
進
め
る
、
と
の
答

弁
が
あ
り
、
圧
倒
的
多
数
の

賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

〈
2
号
、3
号
、5
号
議
案
〉

提
案
通
り
圧
倒
的
多
数
の

賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

自
治
体
退
職
者
会
第
48
回
定
期
総
会
開
催

安
心
と
信
頼
の
社
会
保
障
制
度
を
実
現
し
よ
う

憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
、平
和
・
人
権
・
環
境
を
守
ろ
う

自
治
退
は
11
月
15
日
に
金
沢
市
・
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
で
第
48
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
終
了
後
自
治
退
結
成
50
周
年
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。

総
会
に
は
役
員
・
代
議
員
等
2
2
0
人
が
参
加
し
、
開
会
冒
頭
こ
の
一
年
間
、
自
治
退
の
会
員
・
家
族
で
亡
く
な
っ
た
方
や
地
震
・
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
の
犠
牲
に
な
っ
た
方
に
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。
続
い
て
議
長
団
に
宮
本
外
紀
（
北
信
地
連
・
石
川
県
本
部
）、
本
田
恵
美
子
（
九

州
地
連
・
長
崎
県
本
部
）
両
代
議
員
を
選
出
し
た
。
人
見
会
長
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
、
自
治
労
石
上
中
央
執
行
委
員
長
、
退
職
者
連
合
森
嶋

副
会
長
、
地
公
退
竹
田
会
長
、
自
治
労
石
川
県
本
部
宮
鍋
委
員
長
、
自
治
労
共
済
青
木
理
事
長
、
東
京
海
上
日
動
の
但
野
広
域
法
人
部
主
任
が
紹

介
さ
れ
、
順
次
挨
拶
を
受
け
た
（
青
木
理
事
長
、
但
野
主
任
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
挨
拶
を
受
け
た
）。
ま
た
、
参
加
予
定
で
あ
っ
た
自
治
労
組
織

内
国
会
議
員
団
は
、
国
会
開
会
中
の
た
め
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
岸
ま
き
子
参
議
院
議
員
か
ら
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

経
過
報
告
・
各
会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告
承
認
の
後
、
第
1
号
議
案
「
2
0
2
4
年
度
運
動
方
針
（
案
）」
第
2
号
議
案
「
2
0
2
4
年
度

各
会
計
予
算
（
案
）」
第
3
号
議
案
「
規
約
の
改
正
（
案
）」
第
4
号
議
案
「
自
治
退
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
案
）」
第
5
号
議

案
「
自
治
退
役
員
改
選
（
案
）」
を
審
議
し
、
決
定
さ
れ
た
。
な
お
今
回
は
役
員
改
選
期
で
あ
り
、
7
人
の
役
員
が
交
代
し
た
。
議
案
決
定
の
後
、

特
別
決
議
（
九
州
地
連
）、
総
会
宣
言
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
決
し
閉
会
し
た
。

今
総
会
で
、
自
治
退
組
織
は
5
3
3
単
会
、
2
3
7
、8
3
7
人
と
な
り
、
自
治
退
組
織
の
更
な
る
拡
大
・
運
動
の
強
化
を
図
り
、
岸
田
政
権

の
強
権
と
憲
法
改
正
に
反
対
し
、
社
会
保
障
制
度
拡
充
に
向
け
取
組
む
方
針
を
確
立
し
た
。

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
結
成
50
周
年

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催
さ
れ
る

11
月
15
日
第
48
回
定
期

総
会
終
了
後
、
同
会
場
に

お
い
て
、
全
日
本
自
治
体

退
職
者
会
結
成
50
周
年
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
来

賓
、
役
員
、
代
議
員
2
2

0
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ

た
。
池
田
さ
ん
（
前
副
会

長
）
の
司
会
で
始
ま
り
、

人
見
一
夫
会
長
が
、「
結

成
時
か
ら
多
く
の
先
輩
諸

氏
の
努
力
に
よ
り
、
2
3

7
、8
3
7
人
を
擁
す
る

ま
で
に
発
展
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
会
の
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
さ
れ
た
関
係

者
の
皆
様
に
敬
意
を
表
す

る
と
共
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
私
た
ち
高
齢
者
に
と

っ
て
年
金
、
医
療
、
介

護
、
子
育
て
支
援
策
の
充

実
等
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
社

会
保
障
制
度
の
充
実
を
求

め
て
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
こ
う
」
と
挨
拶
し

た
。
来
賓
と
し
て
青
木
真

理
子
自
治
労
共
済
理
事

長
、
但
野
美
穂
子
東
京
海

上
日
動
火
災
保
険
広
域
法

人
部
主
任
か
ら
祝
辞
を
受

け
、
徳
茂
万
知
子
副
会
長

の
乾
杯
で
、
祝
宴
が
ス
タ

ー
ト
。
祝
宴
最
後
に
、
全

員
で
「
が
ん
ば
ろ
う
」
を

合
唱
し
た
。
大
場
博
之
副

会
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
、

人
見
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
で
終
了
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
・
祝
電
の
披
露

衆
議
院
議
員

逢
坂
誠
二
議
員
、
新
垣
邦

男
議
員

参
議
院
議
員

岸
ま
き
こ
議
員
（
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
）、
鬼
木

誠
議
員
、
伊
波
洋
一
議
員

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

（
祝
電
）

新
任
役
員

副
会
長

徳
永

秀
昭

（
近
畿
・
大
阪
）

会
計

清
水
頭
伸
一

（
関
東
甲
・
東
京
）

事
務
局
次
長

中
西

満

（
関
東
甲
・
東
京
）

理
事

飯
田

龍
弘

（
北
海
道
）

理
事

高
橋

惠
子

（
九
州
・
宮
崎
）

理
事

河
瀬

和
典

（
九
州
・
熊
本
）

会
計
監
査

藤
川

七
郎

（
九
州
・
福
岡
）

退
任
役
員

退
任
さ
れ
た
役
員
に
、

人
見
会
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。

池
田

篤

（
副
会
長
・
九
州
・
長
崎
）

黒
崎

和
夫

（
会
計
・
関
東
甲
・
東
京
）

渋
田

憲
二

（
事
務
局
次
長
・
関
東
甲
・
東
京
）

斎
藤

譲
（
理
事
・
北
海
道
）

高
久

薫

（
理
事
・
関
東
甲
・
神
奈
川
）

浦
川

靖
之

（
理
事
・
九
州
・
佐
賀
）

佐
藤

晴
男

（
理
事
・
九
州
・
大
分
）

新
規
加
盟
単
会

2
0
2
2
年
11
月
以
降

に
4
単
会
、
82
人
が
新
た

に
自
治
退
に
加
入
し
た
。

①
山
形
県
本
部

戸
沢
村

職
員
労
働
組
合
退
職
者
会

②
東
京
都
本
部

東
村
山

市
職
員
等
退
職
者
会

③
奈
良
県
本
部

自
治
労

奈
良
退
職
者
会

④
熊
本
県
本
部

阿
蘇
市

職
員
連
合
労
働
組
合
退
職

者
会
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何
の
た
め
、
誰
の
た
め
の
マ
イ
ナ
保
険
証
強
要
か

な
り
振
り
構
わ
な
い
強
引
な
健
康
保
険
証
廃
止

二
〇
二
三
年
六
月
二
日
、
多
く
の
疑
問
や
反
対
の
声
を
押
し
切
り
、
十
分
な
審
議
も
行
わ
な
い
ま
ま
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

等
の
一
部
改
正
法
」
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
健
康
保
険
証
機
能
を
組
み
込
ん
だ
マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
の
た
め
、
二

〇
二
四
年
秋
に
現
行
健
康
保
険
証
の
廃
止
が
決
ま
っ
た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
人
に
は
、
一
年
間
有
効
の
「
資
格
確

認
書
」（
最
長
5
年
間
）
を
発
行
し
、
医
療
保
険
の
利
用
を
可
能
と
し
た
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
に
つ
い
て
も
、
法
律
で
「
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
」
の
三
分
野
に
限
定
さ
れ
て

い
た
が
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
、
自
動
車
登
録
、
理
容
師
・
美
容
師
・
建
築
士
等
の
国
家
資
格
、
在
留
資
格
に

係
る
許
可
等
に
関
す
る
行
政
手
続
き
な
ど
の
分
野
に
拡
大
さ
れ
た
。

さ
ら
に
新
た
な
利
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
改
正
に
「
準
ず
る
事
務
」
で
あ
れ
ば
、
法
律
改
正
で
は
な
く
、
省
令
な

ど
で
定
め
れ
ば
利
用
範
囲
が
拡
大
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
既
存
の
年
金
受
取
者
に
対
し
、
拒
否
の
意
思
表
示
が
な

い
限
り
公
金
受
取
口
座
も
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
も
そ
も
カ
ー
ド
作
成
は
義
務
で
は
な
く
個
人
の
自
由

「
カ
ー
ド
を
つ
く
ら
な
い
な
ら
保
険
証
を
廃
止
す
る
」
の
暴
挙

特
定
個
人
識
別
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度
は
二
〇

一
六
年
ス
タ
ー
ト
し
た
。

番
号
法
第
一
七
条
で
は
、

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
住

民
の
申
請
に
よ
り
交
付
す
る

も
の
と
す
る
」
と
な
っ
て
い

る
。し
か
し
、政
府
の
思
惑
ど

お
り
登
録
が
進
ま
な
い
た
め
、

国
民
一
人
一
人
に
登
録
し
た

ら
五
千
円
、
保
険
証
を
登
録

し
た
ら
七
千
五
百
円
、
公
金

受
取
口
座
を
登
録
し
た
ら
七

千
五
百
円
、
合
計
二
万
円

（
全
体
で
一
兆
八
千
億
円
）を

支
給
し
普
及
を
図
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
政
府
は
、
カ
ー
ド

の
交
付
率
を
高
め
る
た
め
、

自
治
体
に
、
地
方
交
付
税
の

配
分
に
圧
力
を
か
け
カ
ー
ド

の
交
付
率
引
き
上
げ
を
図
ろ

う
と
し
て
き
た
。
そ
の
結
果

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
交
付

税
を
多
く
す
る
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
取
得
を
「
給
食

費
や
保
育
料
無
償
化
の
条
件

に
す
る
」
な
ど
の
暴
走
が
生

じ
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
様
相
を
呈
し
つ
つ
あ
っ

た
。（
後
に
市
民
の
反
対
運

動
に
よ
り
撤
回
）

そ
も
そ
も
、
カ
ー
ド
を
つ

く
ら
な
く
て
も
何
の
不
自
由

も
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
今
回
の
法
改
正
で
保
険

証
廃
止
に
よ
り
事
実
上
の
選

択
権
を
奪
い
、
全
国
民
に
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
の
取
得
を
強
要

す
る
暴
挙
に
で
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
化
」
の
進
行
の
中
で

軽
視
さ
れ
る
個
人
情
報
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権

二
〇
一
六
年
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
は
、
国
が
国
民
の

所
得
を
正
確
に
把
握
し
公
正

な
税
の
徴
収
を
す
る
名
目
で

導
入
さ
れ
た
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
全
国
民
へ
の
普
及

の
た
め
に
総
額
一
兆
八
千
億

円
も
の
現
金
を
ば
ら
ま
き
、

何
の
不
自
由
も
な
い
健
康
保

険
証
を
廃
止
し
て
ま
で
し
て

強
行
し
よ
う
と
す
る
政
府
の

狙
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

少
な
く
と
も
、「
税
の
公
平

な
徴
収
」
や
「
国
民
の
利
便

性
向
上
」
で
は
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

二
〇
二
一
年
施
行
さ
れ
た

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
を
目

指
す
関
連
諸
法
」
は
、
そ
の

目
的
に
「
国
際
競
争
力
を
高

め
る
」
こ
と
を
謳
っ
て
お

り
、
集
積
さ
れ
た
個
人
情
報

を
営
利
事
業
者
に
利
用
さ

せ
、
新
産
業
を
起
こ
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
個
人

情
報
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
と
自
治
体
の
自
治
権
を
否

定
し
、
企
業
利
潤
の
た
め
に

集
積
情
報
を
自
由
に
利
用
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

今
回
の
「
改
正
法
」
で
は

す
べ
て
の
国
民
情
報
を
政
府

が
管
理
す
る
「
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
」
に
集
積
さ
れ
て
い

く
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
民

間
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
て
い

く
の
で
、
生
活
の
中
で
い
ろ

い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
た

び
に
、
紐
付
け
ら
れ
る
情
報

が
増
え
て
い
き
、
財
界
が
強

く
求
め
て
き
た
国
民
の
個
人

情
報
の
取
得
が
可
能
と
な
っ

た
。ま

た
、
顔
認
証
付
き
の
カ

ー
ド
の
取
得
義
務
化
は
、
特

定
秘
密
保
護
法
・
共
謀
罪
等

と
リ
ン
ク
さ
せ
て
、
国
家
権

力
に
よ
る
国
民
の
監
視
・
統

制
に
用
い
る
こ
と
に
あ
る
と

思
わ
れ
、
進
行
す
れ
ば
個
人

・
団
体
の
思
想
・
行
動
・
人

の
つ
な
が
り
を
す
べ
て
デ
ジ

タ
ル
で
瞬
時
に
把
握
で
き
る

恐
怖
社
会
を
招
く
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
。

相
次
ぐ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル

重
要
な
の
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
個
人
の
情
報
主
権
の
尊
重

「
マ
イ
ナ
保
険
証
に
他
人

の
情
報
が
登
録
、
コ
ン
ビ
ニ

で
他
人
の
証
明
書
が
発
行
、

公
金
受
取
口
座
が
別
人
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
登
録
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
が
他
人
に
付

与
」
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出

す
る
中
で
、
個
人
情
報
の
紐

付
け
拡
大
は
、
よ
り
深
刻
な

個
人
情
報
の
漏
洩
、
な
り
す

ま
し
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

リ
ス
ク
の
拡
大
が
危
惧
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を

単
に
、
自
治
体
や
医
療
関
係

者
の
ミ
ス
に
転
嫁
し
て
い
る

が
、
国
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

へ
の
不
安
は
増
大
し
て
い

る
。現

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

情
報
は
過
去
何
回
も
漏
洩
し

て
お
り
、
不
正
ア
ク
セ
ス
で

年
金
情
報
が
漏
洩
、
国
や
自

治
体
に
よ
る
違
法
な
再
委
託

に
よ
る
情
報
漏
洩
、
個
人
情

報
が
入
っ
た
ハ
ー
ド
デ
ス
ク

が
盗
ま
れ
る
な
ど
、
拙
速
で

未
熟
な
制
度
設
計
で
あ
り
か

つ
個
人
情
報
の
重
要
性
に
つ

い
て
の
政
府
・
関
係
省
庁
の

認
識
の
欠
如
な
ど
か
ら
、
今

後
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク

は
一
層
増
大
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

政
府
も
、「
不
安
の
あ
る

国
民
の
皆
様
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
ご

自
身
の
情
報
が
誤
っ
て
い
な

い
か
ど
う
か
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
で
確
認
す
る
こ
と
を
案

内
す
る
」、「
デ
ジ
タ
ル
に
不

慣
れ
な
方
は
、
ご
自
身
が
信

頼
で
き
る
方
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

利
用
し
て
も
ら
う
」
と
し
て

い
る
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総

点
検
本
部
）。
こ
れ
で
は
、

常
に
自
分
の
個
人
情
報
の
確

認
を
し
な
け
れ
ば
心
配
で
た

ま
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

利
用
規
約
に
は
、「
利
用
者

が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
庁
の
故
意
ま
た
は

重
過
失
に
よ
る
場
合
を
除

き
、
デ
ジ
タ
ル
庁
は
責
任
を

負
わ
な
い
」
と
明
記
さ
れ
て

お
り
、
一
方
的
に
カ
ー
ド
利

用
を
国
が
義
務
化
し
て
お
き

な
が
ら
、
被
っ
た
損
失
に
は

責
任
を
負
わ
な
い
、
と
の
姿

勢
が
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
本

質
を
物
語
っ
て
い
る
。

だ
と
し
た
ら
、
個
人
情
報

と
い
う
大
事
な
デ
ー
タ
は
、

一
か
所
に
ま
と
め
る
こ
と
な

く
、
リ
ス
ク
分
散
で
守
る
こ

と
が
必
要
。

退
職
者
連
合
、
健
康
保
険
証
廃
止
撤
回
を
求
め
全
国
署
名
実
施

医
療
や
福
祉
関
係
者
を
は

じ
め
多
く
の
国
民
の
疑
問
や

反
対
の
声
に
押
さ
れ
、
政
府

は
二
〇
二
三
年
八
月
、「
①

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
な

い
全
て
の
方
に
申
請
に
よ
ら

ず
資
格
確
認
書
を
交
付
、
②

一
度
登
録
し
た
後
も
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
の
解

除
を
可
能
と
し
、
資
格
確
認

書
を
交
付
、
③
資
格
確
認
書

の
有
効
期
間
は
、
五
年
以
内

で
保
険
者
が
設
定
（
更
新
あ

り
）」
の
方
針
を
決
定
し
た
。

自
治
退
・
退
職
者
連
合
は

「
個
人
情
報
保
護
の
形
骸

化
、
地
方
自
治
の
形
骸
化
な

ど
の
懸
念
要
素
に
加
え
、
高

齢
者
等
の
利
活
用
基
盤
が
欠

如
し
て
い
る
」
等
を
理
由

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
は
本
人
の
選
択
に
基

づ
く
と
い
う
原
則
を
順
守

し
、
健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
置
き
換
え

な
い
こ
と
を
求
め
、「
現
行

健
康
保
険
証
を
二
〇
二
四
年

秋
に
廃
止
す
る
と
の
措
置
を

撤
回
す
る
こ
と
」
を
求
め
団

体
署
名
を
実
施
し
、
11
月
に

二
七
〇
〇
団
体
以
上
の
署
名

を
集
め
、
デ
ジ
タ
ル
庁
及
び

厚
生
労
働
省
に
提
出
し
た
。

資
産
・
所
得
・
消
費
・
移

動
の
記
録
・
医
療
情
報
ま
で

も
が
集
積
さ
れ
た
個
人
情
報

が
カ
ー
ド
を
通
じ
て
漏
出

し
、
ネ
ッ
ト
上
で
共
有
さ
れ

る
と
い
う
危
惧
は
、
現
政
府

の
意
識
と
能
力
か
ら
み
て
、

極
め
て
現
実
的
な
も
の
で
あ

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
持
つ

危
険
性
を
認
識
し
、
厳
格
な

個
人
情
報
の
保
護
、
利
用
目

的
を
限
定
し
た
う
え
で
、
カ

ー
ド
取
得
を
強
要
さ
せ
な
い

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
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まず、傷害天災補償の有無を選択いただき、次に、本人型または夫婦型をご選択ください。
（何歳でも加入できます。）※天災危険補償保険料には損害率による割増率は適用されません。

団体割引：８%
損害率による割増：０%基本補償

加入日と締切日

保険期間
2024年3月20日午後4時～2025年3月20日午後4時

掛金と保険金額
左記表は年間の掛金です。中途加入についてはパンフレット
を請求の上ご参照ください。
※中途加入の保険期間、加入締切日、掛金は、パンフレットのＰ5～
P8をご覧ください。

日常生活のケガに対する補償です。 国内無制限、国外1億円まで、
賠償責任を補償します。

住宅外で家財に損害が生じた場合、
最大50万円を補償します。入院・通院を1日目から補償します。

安心総合共済 団体総合
生活保険

20２4年
募集版

およそ3人に1人が加入から4年以内に保険金を請求しています。

今年度よりオプションで医療補償を付帯することが可能になりました！（89歳まで）

傷害事故（一例） 平均
支払額 76,630円 平均

支払額122,455円 平均
支払額 47,314円携行品損害（一例）賠償事故（一例）

自宅玄関の段差につまづいて
転倒、大腿骨を骨折し、
その後死亡

野球で打ったボールが他人の
背中にあたり、手術代や
通院費を補償

外出中、障害物にぶつかり
キャリーバックを損傷

2,563,000円 1,602,301円 50,000円

基本補償は傷害保険です。（加入制限なし）

傷害事故1 賠償事故2 携行品損害3※病気は対象に
　なりません。

お問合せ（取扱代理店） 引受保険会社
株式会社 自治労サービス
〒102-0085  東京都千代田区六番町1  自治労会館6階

TEL. 03（3239）5880 FAX. 03（5213）5485

担当者:加藤・鍼田

受付：平日 9：00～17：00

東京海上日動火災保険株式会社
〒102-8014  東京都千代田区三番町6-4

TEL. 03（3515）4151

担当課：広域法人部 団体・協同組織室

受付：平日 9：00～17：00

加入は随時受付中

「もしも」のときに頼れる医療アドバイザー

さらにもうひと安心！ ご加入者特典

あなたとご家族の、おからだに関するお悩みに無料でお応えします。
病気やケガなど、お困りのときにいつでもお電話ください。
救急専門医が対処方法を的確にアドバイス。さらに最寄りの病院をご案内します。

メディカルアシスト 24時間
365日対応

別途追加保険料が必要です。オプション

がん補償 健康状態の告知が必要です。89歳まで

医療補償 健康状態の告知が必要です。89歳まで

ホールインワン・アルバトロス費用 限度額20万円

2023年10月作成　23T-001453

詳しくはパンフレットで！

ネットで簡単資料請求

人生100年時代
安心をひとつ加えませんか？

全日本自治体退職者会会員の皆さまへ

※団体総合生活保険の概要についてご紹介したものです。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点がある場合には、代理店までお問い合わせください。

(https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeXpddzL4lpe9dJb
9lcum5UiydmsaFbFO9KYw6yf5weK5HzlA/closedform)

3月20日より加入の場合、2024年1月15日締切
今年度の最終締切は8月15日となります。

新商品！

＊1 手術保険金はケガによるもので、入院中の手術は、入院保険金日額の10倍、入院中以外（外来）は、入院保険金日額の5倍となります。
傷の処置や抜歯等お支払いの対象とならない場合があります。

※上記掛金には、制度運営費（1年あたり本人型1,200円、夫婦型2,400円）が含まれています。詳細は自治退共済会までお問い合わせください。

契約タイプ
本人型 夫婦型 本人型 夫婦型

傷害天災補償あり 傷害天災補償なし

保　

険　

金　

額

死亡保険金

入院保険金日額

手術保険金＊1

通院保険金日額

250万円 250万円

賠償事故（個人賠償責任）
1事故限度額

携行品損害
お支払い限度額

国内無制限、    国外1億円（免責金額0円）

国内外　すべてのタイプ保険期間を通じて50万円（免責金額（自己負担額）1事故につき5,000円）

傷
害
事
故

年間掛金（一時払）

4,000円

2,500円

4万円 ・ 2万円
（入院中以外）（入院中）

4万円 ・ 2万円
（入院中以外）（入院中）

4万円 ・ 2万円
（入院中以外）（入院中）

4万円 ・ 2万円
（入院中以外）（入院中）

17,350円

4,000円

2,500円

29,360円

4,000円

2,000円

23,850円

4,000円

2,000円

14,540円
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